
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（手数料等）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

要求からの主な変更点

指摘事項等への対応 （指摘事項等）

　消防設備点検について、総合点検及び機器点検を実施

する必要があるが、機器点検を実施していなかった。

（対応）

　平成25年度から機器点検を実施することとした。

■監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 170,160 163,612 168,163 166,370 0

0

概　算

人件費

15.30 14.30 14.30

126,347 118,089 118,089 118,089

15,348 13,307 13,291 15,256 0

43,813 45,523

14.30

48,281 0

卒業生の福祉施設

関係就職率(除く

進学者)

92% 90％以上

Aの

財源
32,925 34,890 36,783 33,025

目標 成果 達成状況

26予算案26予算案26予算案26予算案 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越

項目

当初予算 48,273 48,197 50,074 48,281

H25末

（見込）

H26

合計 50,074 48,281 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度 26要求26要求26要求26要求

H27

目標

補正予算

合計（A) 48,273 48,197 50,074

直接

福祉大学校学生が幼児と関わる場を提供するととも

に、幼児（定員50名）を保育し、その健全な成長を図

る

11,027 9,273

（予算案）

福祉大学校運営事業 直接

保育学科（学年定員50名）及び介護福祉学科（定員

20名）を運営し、福祉人材を養成

39,047 39,008

　進学者を除いた卒業生の社会福祉施設関係への就職率：９０％以上

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26実施内容

H25 H26

（当初） （要求）

保育実習室運営事業

目指す姿 　質の高い保育士及び介護福祉士を養成し、卒業生がその資格を活かして地域福祉の向上のために貢献する。

現状

　時代の要請に対応した福祉人材養成施設として長野県保育専門学院を改組し、地域福祉をリードすることができる保育士及び介護

福祉士の養成を行っている。

　保育学科　２年制（学年定員５０名）、介護福祉学科　１年制（定員２０名）

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

　3歳未満児や障害児への対応等による保育士需要の増加や高齢化に伴う介護職員としての

介護福祉士需要の増加に対応するため県として人材養成が必要であるため。

県民との協働による実施： 困難

３　福祉を支えるサービス体制の充実 実施期間 H7 ～

課・室 地域福祉課

総合５か

年計画

プロジェクト  E-mail chiiki-fukushi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり
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